
















A Teaching Method for Chest Compression, a Fundamental Nursing Skill,
Incorporating Sense of Accomplishment:










大学 1年生 93 名を対象に、下野流学習サイクルを用いた「胸骨圧迫法」の演習を実施し、演習前後の動
作をビデオ撮影による動作分析で比較して、技術の習得状況を確認した。また、技術習得に関連した達
成感を半構成的質問紙で調査し、キーワード分析と意味内容分析を行った。その結果、「胸骨圧迫法」の
目標動作の到達者は、演習開始時が 39 名（41.9％）であったが、終了時では 90 名（96.8％）と増加した。




Cycle	 is	 a	 type	of	 coaching	 flow	developed	 to	provide	 trainees	with	a	 sense	of	 accomplishment	
through	skill	 acquisition.	The	purpose	of	 this	 study	was	 to	examine	how	effective	 it	would	be	 to	
implement	 it	 in	chest	compression	 training	of	a	 fundamental	nursing	skill	 class	on	 first	aid.	Skill	
acquisition	was	verified	by	conducting	a	comparative	analysis	of	movement	based	on	pre	and	post	
videos	of	chest	compression	training,	which	were	implemented	using	the	Shimono	Learning	Cycle,	in	
93	 first-year	 nursing	 college	 students.	The	 relationship	 between	 skill	 acquisition	 and	 sense	 of	
accomplishment	was	examined	via	semi-structured	questionnaires,	which	were	analyzed	for	keywords	
and	semantic	content.	The	number	of	participants	correctly	executing	the	compression	of	sternum	
targets	 in	pre	and	post	 training	 increased	 from	39	（41.9％）	to	90	（96.8％）	people,	 respectively.	
Regarding	the	questionnaire-based	descriptors	 for	sense	of	accomplishment,	out	of	856	total	words	
used,	 372	（43.5％）	pertained	 to	 skill	 acquisition	 and	 422	（49.3％）	pertained	 to	 a	 sense	 of	
accomplishment.	These	 results	 suggest	 that	 the	 teaching	method	used	 in	 this	 study	affects	 the	
acquisition	of	chest	compression	technique.































































































































































































































































































































































67 度、平均 85.5 度（SD4.9）であった。それに比
べ、演習終了時では最大値は 92 度、最小値は 81




目標角度である 90 度± 5 度に近づき、標準偏差
も縮小した。
　胸骨圧迫法の到達目標である 90 度± 5 度に到
達した対象は、演習開始時では 39 名（41.9％）
あったが、終了時では 90 名（96.8％）に上昇した。
このうち、演習終了時に 90 度であった対象は 84
名（90.3％）であった。また、演習終了時に 90
度± 5 度に到達しなかった対象 3 名（3.2％）で
あった。同様に胸骨圧迫法の到達目標である肘関
節を伸ばして圧迫できた対象は、演習開始時が






















度」、「圧迫」、「リズム」、「距離」は 856 語中 372
語（43.5％）であった。


















Min Max AV（SD） Min Max AV（SD）






100 度以上 2（  2.2） 0（  0.0）
96 ～99 度 2（  2.2） 0（  0.0）
91 ～95 度 3（  3.2） 3（  3.2）
90 度 34（36.5） 84（90.4）
85 ～89 度 17（18.3） 3（  3.2）
80 ～84 度 18（19.3） 3（  3.2）
79 度以下 17（18.3） 0（  0.0）
肘関節の屈曲なし 58（62.4） 92（98.9）
注）肩関節から手関節と胸壁の見かけの角度は誤差を














































90 度± 5 度に到達した対象は、演習開始時で	









































































































































































































































象はA看護系大学 1 年生の 103 名であり、一般
化には検証を重ねる必要がある。本研究において
は教育的配慮から、対照となる統制群は設置しな
かった。以上を今後の課題として引き続き研究を
すすめていきたい。
Ⅵ　結　論
　基礎看護技術の授業「救急法」における「胸骨
圧迫法」において、下野流学習サイクルを活用し
た授業方法は学生に達成感を感じさせることがで
き、「肘を伸ばし、胸骨に対して垂直に体重をか
けて圧迫する」動作の習得に効果的であると推察
された。
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